



















Analysis of classroom discourse on bilingual education for the Deaf: 


















This study investigates how deaf teachers and pupils whose mother tongue is Japa-
nese Sign Language (JSL) use visual and linguistic strategies in JSL, such as pointing, 




lesson content in schools for the Deaf whose educational method involves a bilingual 
approach to JSL and written Japanese. The results indicate that pointing to Japanese 
writing on letter cards and whiteboards effectively works to link written Japanese and 
JSL and to constitute the center of a teaching method called chaining (Padden and 
Ramsey, 2000). Additionally, secondary Japanese codes, such as manual coded Japanese 
and fingerspelling, are not used as strategies for in Japanese as a second language edu-
cation. Pupils can present the results of their translation of written Japanese to JSL and 
explain their past experiences and their thoughts by using referential shift. This suggests 
that JSL as the first language can be developed as’the Academic Language' by instruc-


























































and Mayberry, 2000；都築， 2006）。
そのため、北米では、アメリカ手話（以下， ASL）の言語能力と英語の読解力の相
関について、いくつかの先行研究がなされている。 Strongand Prinz (1997）、
Padden and Ramsey (1998）らは二言語共有基底仮説を支持するデータを提出する
一方で、 Mayerand Wells (1996), Moores and Sweet (1990）らは、手話に書き
ことばがないことから、そのまま、二言語共有基底仮説を援用することは支持できない











が見られたとしづ結果と一致する。また、 Chamberlainand Mayberry (2000）で
まとめられているASLと英語の読解力の関係に関わる研究の中でも、 7歳から15歳の
児童生徒48名を対象としたMayberryet al. (1989, 1994, 1999）の研究における相








Padden and Ramsey (1998), Humphries and MacDougall (2000), Padden 
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また、 Smithand Ramsey (2004）では、第一言語がASL（アメリカ手話）、第
二言語が英語（主として読み書き）のパイリンガノレ・アプローチのろう学校の教室談話




























































































時間 TIC 発話 行動
57:28 T /PT一文学力「種J/FS （たね） /OK／ありがとう／．
57:32 T ／名前／覚える／お露員い／．
/PT-6枚の文学力／後／PT-C6／質問／檎わない／？
／でj震経える過／／か話ら／／おC願Lい（／花どがう咲ぞい／て．枯れる） /FS （たね） ／ま




58:08 C6 ／穣／双夏を一渓休つ／み一＇つ終（C採わしるり（芽）／）が／後出(sて~た，S茎（ねCが~／育（花意ちが味，E枯霊／がれー出てて，下きにて落，花ちがて咲いくて）〉， 









F S ( 指文字（対応している文字列）※表3参照








































57:28 I T I /PT一文学力「種J/FS（たね）／OK／ありがとう／





































もPaddenand Ramsey (2000）やHumphriesand MacDougall (2000）によれ
ば、書き言葉を提示するために「チェイニング（chaining）」の一つの項を形成してい
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る と 言 わ れ て い る が 、 本 研 究 で 対 象 と な っ た 授 業 で 、 は 、 そ れ は ホ ワ イ ト ボ ー ド や 文 学 カ ー
ド に 書 か れ た 日 本 語 が 担 っ て い た 。 例 4 に も あ る よ う に 、 F S （ た ね ） 、 F S （ み ） の よ う
に 使 用 さ れ て い た が 、 こ れ ら は 手 話 語 葉 化 し た 指 文 字 で 、 あ っ た 。
5.3 レ フ ァ レ ン シ ャ ル ・ シ フ ト （ R S )
レ フ ァ レ ン シ ヤ ノ レ ・ シ フ ト は 、 行 動 型 R S が 用 い ら れ て い た 。 教 師 及 び 児 章 と も に 観
察 し た こ と や 体 験 し た こ と を 説 明 す る た め に 用 い ら れ て い た 。
例 5 は 理 科 の 授 業 で あ る 。 教 師 に 前 年 の ヒ マ ワ リ を 育 て た 経 験 を 説 明 す る よ う に 求 め
ら れ た 児 童 は 、 例 5 に 示 す よ う に レ フ ァ レ ン シ ヤ ノ レ ・ シ フ ト を 用 い て 答 え た 。
児 童 は 「 前 年 度 の 自 分 」 に 行 動 の 動 作 主 を 写 像 し て 、 ヒ マ ワ り を 育 て た 経 験 と ヒ マ
ワ リ が 育 つ 様 子 を 説 明 で き た 。 途 中 で 、 理 科 の 教 科 特 有 の 用 語 で あ る ／ 双 葉 ／ が 思 い
出 せ な く て 、 教 師 の 助 言 を 得 る 場 面 が あ っ た が 、 そ れ も 児 童 自 身 の 力 で 解 決 し て 、 説
明 す る こ と が で き て い た 。
伊 1]5 児 童 が レ フ ァ レ ン シ ャ ル ・ シ フ ト を 用 い て 説 明 し た 例
57：・ 52
C 6  
／やFる~jた後ねYcl槌（努える力（出Rてs)c;L子（土どもを／か葉ぶ／せ分るか））る／／後？/ C L （ 水 を
58:06 T  ／ 双 葉 ／ ．
58:08 C 6  
／／て，双~種葉休／をみ＇つ終ccわLつ（り芽採／がる後出）／）て＇菜FSが（？た育L(ねち花），が~霊枯窓力f妹れtち／てき， て下，に花落がち咲てく）い ）  
例 6 は 社 会 科 の 授 業 で あ る 。 学 問 祭 で ジ ュ ー ス を 販 売 し た 時 に 苦 労 し た 経 験 を 閤 わ れ
た 児 童 C 3 は 、 例 6 に 示 す よ う に レ フ ァ レ ン シ ヤ ノ レ ・ シ フ ト を 用 い て 答 え た 。
児 童 は 、 ま ず 前 提 と な る 状 況 を 説 明 し た 後 に 、 行 動 の 動 作 主 を 「 学 園 祭 の 時 の 自 分 J
に 写 犠 し て 、 ジ ュ ー ス を 販 売 し た 時 に 次 か ら 次 へ と 注 文 を 言 わ れ た 経 験 を 理 由 と し て 述
べ た 。 そ し て 、 混 乱 し で も き ち ん と 覚 え な け れ ば な ら な い こ と を 説 明 す る こ と が で き て
い た 。
例 6 1足 震 が レ フ ァ レ ン シ ャ ）（， . シ フ ト を 用 い て 説 明 し た 例
1 ・： 21
C 3  / P T ー 不 定 ／ 計 算 ／ 摂 当 ／ P T - C 3 / .
/ P T － 不 定 ／ 客 ／ 公 開 ／ 望 書 ／ 主 義 ま る ／
/ P τ C 3 ／ 計 算 ／ 担 当 ／ 同 じ ／ P T C 3 / .  















































































① 日本手話（JapaneseSign Language) 













































市出泰弘（1998) 「日本手話の文法JF月刊言語~ 27(4) 44伺51 大修館書活
市田泰弘（2003) fろう者のパイリンガリズムJw月刊言語~ 32(8) 22”33大修館書店
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